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2人）、アムール政府代表団 5人（共産主義者 3人、無所属 2人、エスエル 1人）、ウラジオスト
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14人、右派社会主義者が 6人、無所属が 6人、ブリヤート人が 2人であった。すなわ
ち、共産主義者が単独でその半数を占めた。 
 極東諸州代表者会議の議長には、ペトロフが選出された97。この代表者会議は、開会翌日











 この宣言が採択された翌日の 10 月 30 日、ヴェルフネウジンスク政府代表団は、エスエ
ルとメンシェヴィキの異議にもかかわらず、自らの権限を代表者会議に対して解除した。代
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された99。この臨時実務幹部会は、代表者会議が 18票対 6票と棄権 2票の大多数で極東共
和国臨時政府を選出した 11月 10日まで存在していた100。 
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後、代表者会議は、草案委員会に対して、二日間で選挙法草案を起草し、その選挙法が人口










は共産主義者 5人と無所属 2人でもって形成された106。11月 11日、代表者会議は、選挙
法を検討して部分的な修正を加えたうえでこれを可決し、憲法制定会議選挙管理極東委員
会メンバーを選出し107、その活動を終了して解散した108。 
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 その間にも、チタの臨時実務幹部会は、1920年 11月 22日、極東委員会の上申に則って
「極東憲法制定会議の召集の期日について及び選挙の日程の指定について」を決議した。こ
れにより、極東憲法制定会議は 1921 年 1 月 25 日に召集され、憲法制定会議選挙は 1921
年 1月 9日に実施と定められた112。 
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 しかし、この反緩衝の方針は、党中央によって否定された。1921年 1月 4日のロシア
共産党中央委員会全体会議（議長レーニン）は、「極東共和国のソビエト化の承認は、断固と
して現在は容認しがたい」との決議を全会一致で採択した118。もっとも、緩衝国の創設を
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трудящихся）」紙 （1920 年 11 月 24 日付）に所載の「分析」をもとに検討したように、「全ロ
シア憲法制定会議選挙についての法規」（1917年）、「極東臨時人民会議選挙についての法規」
（沿海州ゼムストヴォ参事会が 1920年 5月に採択）、「極東共和国権力の地方諸機関の選挙につい
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ェフスキーによれば、沿海州 94人、アムール州 88人、東部ザバイカル州 89人、西部ザバ
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第 40条）。同一の候補者は、最大で 5つの選挙地区で立候補できた（同法第 41条）。同一の







1920年 12月 30日、選挙人名簿の公示の最終期日。（選挙法第 28条） 
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17 の区に分割され、追加の 18 区が設置された194。同市域委員会議長には、コシミンスキ






簿№3が 10人、名簿№4が 6人、名簿№5が候補者 3人、名簿№6が 14人、名簿№7が 26
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ていた。11月初め頃に党員 17人・党員候補者 68人だった共産党細胞は、1921年 1月 1日
















れほど高くない。有権者約 1万 5000人243で、総投票数が 6874票244、投票率が約 52％245
である。シェレシェフスキーの研究は、同市での共産党組織の興隆を詳細に記す一方で、選
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約 50％260、票の内訳は以下の通りである。名簿№1「州勤労者大会」が 1万 1354票、名簿
№2「鉄道従業員」が 291票、名簿№3「エスエル」が 291票、名簿№4「ノヴォポクロフス
ク（Новопокровский）郷集会」が 1697票を獲得し、無効票が 467票だった261。選挙の結果、
同地区からは、名簿№1から 8人262、名簿№2から 1人263、名簿№3から 1人264、名簿№4










簿№1から 2人270、名簿№3から 1人271、名簿№4から 1人272、名簿№5から 1人273、名簿
№6から 1人274、名簿№7から 1人275、名簿№8から 1人276、名簿№9から 1人277の合計 9
人である278。別の史料によれば、名簿№8にはエスエルとメンシェヴィキが交互に名を連ね
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票で、共産党が 6513票、非共産党が 6526票を獲得した338。議席の配分は、共産党 9
人、無所属 4人、エスエル 2人、メンシェヴィキ 1人となった339。獲得議席数などから察
するに、名簿№3「無所属名簿」は、自由主義者の名簿である。これは、先行研究での、
同地区からは 19人が選出され、内訳は、共産主義者とそのシンパの農民 11人、メンシェ









1は、情報がない。同地区では、名簿［№2］「候補者の選挙大会」に 2484 人が投票して 2
人の議員350、名簿［№3］「労働者と農民」に 2481人が投票して 2人351が、選出された352。
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№1が 1108票、名簿№2が 2166票、名簿№3が 4316票、名簿№4が 866票、名簿№5が
1845票、名簿№6が 4850票、名簿№7が 750票を獲得した390。巻末の付表 3-1は、これら
各党派獲得票をまとめた表である。巻末の付表 3-2は、参考のための各区・各党派の票数を
まとめた表である。そして、議席の配分は、名簿 No.1「人民社会党」が 1人391、名簿 No.2
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「メンシェヴィキ」が 2人392、名簿No.3「カデット」が 3人393、名簿 No.4「エスエル」が
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が提出され、15 人423が名を連ねた424。選挙の結果、同地区では、共産主義者が 8 議席を、
エスエルとメンシェヴィキが 2議席を獲得した425。もう片方のネルチンスク地区では、3つ
の名簿が提出された。名簿№1「勤労者大会［共産主義者］」に 11 人426、名簿№3「ネルチ
ンスク正教会教区会」に 8 人427が名を連ねた428。名簿№2 の党派は不明である。選挙の結
果、名簿№1は 4765票、名簿№2は 338票、名簿№3は 790票を獲得した429。その他、バ













                                                 
423 名簿筆頭から順に、Матвеев Е. М.、Лесков И. Е.、Боровов А. А.、Бутин С. А.、Лапшэков А. 
И.、Атавин Е. В.、Жарков И. Я.、Порошкин Г. К.、Шергов М.、Лейбович Г. А.、Иванов А. Г.、
Каратаев А. Е.、Шалаев М.、Переломов А. Д.、Пуртов К. К.。 
424 Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 5, № 191, С. 4. 
425 Шерешевский Б. М., В битвах за Дальний Восток 1920-1922, 1974, С.49. 
426 名簿筆頭から順に、Комогорцев А. В.（教師）、Прохоров Н. Н.（農民）、Бочкарев П.（教師）、
Шилов Ф. С.（農民）、Илясов В. А.（労働者）、Макаров В. В.（農民）、Саловаров Н. И.（農民）、
Данылов А. С.（労働者）、Романов И. А.（労働者）、［カスレ］Ф. ［カスレ］（教師）、Перекрестов 
И. Л.（農民）。 
427 名簿筆頭から順に、Чесняен К. Д.、Софронов И. В.、Обухов П. И.、Жирицкиц М. Б.、
Темников С. С.、Ильик Е. П.、Наделяев М. В.、Нершик Е. Д.。 
428 Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 5, № 191, С. 4. 
429 Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 16, № 10 (198), С. 3. 
430 Ушаков М. Л. 
431 ［判別不可］、Бородин П. Ф.。 
432 ［判別不可］、Борохтин Н. С.、［判別不可］。 
433 Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 22, № 14 (202), С. 4-5. 
434 Сараев С. Я.と［判別不可］と Сараев А. Н.と［判別不可］。 
435 Анисимов И. А. と［判別不可］. 
436 Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 22, № 14 (202), С. 4-5. 














イプィロフ（Цыпылов）、 ヒロク（Хилок）地区にはスモリン（Смолин А. П.）、トロイツコサ
フスク（Троицкосавск）地区にはアフセーエフ（Авсеев）、クナリャ（Куналя）駅にはレベヂェ
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び労働者」に 2405 票が投じられて 1 人の議員451、名簿№2「無所属」に 1994 票が投じら
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工場地区の諸村では、選挙運動の期間の間に、14 個の集会が実施され、約 3 万 5000 人が
出席した464。補足ながら、東部ザバイカル州と西部ザバイカル州では、一部の選挙区で選挙
の実施が遅れ、チコイスク（Чикойск）区では、1 月 16 日に延期され、またバルグジン
（Баргузинск）区では、1月 20日に延期された465。 
最終的に、西部ザバイカル州からは、1921年 2月 1日時点では、共産主義者 12人（うち
11 人が革命的農民の名簿から出た）、メンシェヴィキ 6 人、エスエル 3 人、農民少数派（富農）
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が 37.4％、共産党が 30.2％、カデットが 18.4％、エスエルが 14.4％の票を獲得した484こと
と比べると、ロシア共産党の大きな躍進を示した。 
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から 1人496が、選出された497。第 5軍区では、名簿№1「共産主義者と擁護者」に 9人498
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人、メンシェヴィキ 1人、エスエル 1人、無所属 1人が選出された514。 
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世界戦争から革命へ』2017年 6月、p169。 
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条）」519と決定した。憲法制定会議の開会は、さらに延期され、最終的に、2 月 8 日付の政
府決議「極東共和国憲法制定会議の日程の指定について」520により、1921 年 2 月 12 日午




点で、憲法制定会議選挙には合計で 427人の候補者が選出され、1921年 2月 12日の憲法
制定会議の開会には 351人が出席した523。最終的にチタに到着して議員として登録された
のは 386人である。フラクションの名簿には、381人の議員が登録された524。議員の党ご
との割り当ては、共産主義者 99人、共産主義者シンパ 24人、無所属 214人、エスエル
20人、メンシェヴィキ 13人、エスエル・シベリア同盟 6人、人民社会党 3人、人民自由
党 2人である525。また、フラクションごとの割り当ては、共産主義者 92人、多数派農民
183人、少数派農民 44人、エスエル 18人、メンシェヴィキ 13人、ブリヤート・モンゴ
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519 Там же, no. 2, №1, 1922, С. 57-58.  
520 Там же, no. 2, №2, 1922, С. 7.  
521 山内封介『シベリヤ秘史 出兵より撤兵まで』1923年、p349。 
522 Дальне-Восточная Республика, 1920. декабрь. 2, № 166, С. 4. 
523 Дальне-Восточная Республика, 1921. марта. 31, № 58 (245), С. 4.; 
524 Там же.; JACAR、Ref.B03051237400、第十八巻(1-6-3-24_13_21_018)、0337。 




ル人 13人、党派外民主主義者 8人、エスエル・シベリア同盟 6人、人民社会党 3人、無
所属 1人であった526。ニキフォロフもほぼ同じ数字を挙げている527。 
議員は、極東共和国の領域に居住している全ての民族と少数民族を代表した。議員は、ロ
シア人 256人（67％）、ウクライナ人 23人（6％）、ベラルーシ人 3人（1％）、ブリヤート人 6
人（1.8％）、朝鮮人 5人（1.4％）、他で構成された528。 
また、議員の年齢は、以下のような分布であった。20歳―3人、21歳から 25歳―40人、




労働者 49人、教師 57人、耕作者及び農業主 159人、軍勤務員 12人、協同組合員及び統









ココシキン（Кокошикин Ф. Ф.）とシンガリョフ（Шингарёв А. И.）が殺害されたことを思い
起こし、自分たちの身の安全を考慮して、チタへ行かなかった533。エスエルとメンシェヴィ
                                                 
526 Там же. 
527 ニキフォロフは、総議席が全部で 382人で、メンシェヴィキが 14議席としている。それ以外の議席
は、本文と同じ。（Никифоров П. М., Записки премьера ДВР - Победа Ленинской Политики в 
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533 Sablin I., The Rise and Fall of Russia’s Far Eastern Republic 1905-1922―Nationalisms, 




















はタイシン（Тайшин М. И.）、書記にはマルイシェフ（Малышев М. П.）とヤキモフ（Якимо А. 
Т.）が選出された 543。フラクション・ビュローのメンバーは、注544に付した。 
ロシア共産党は、ウラジオストクの人民会議と同様に、農民多数派フラクションを支配し、
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付表 1「ウラジオストク市域での 1921年 1月の憲法制定会議選挙の各区と候補者名簿の
結果」643 




















№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8 №9
1区 140 493 70 5 - 173 613 166 5 1665
2区 43 153 22 6 - 42 196 49 2 513
3区 91 539 55 1 1 125 504 101 4 1421
4区 108 428 50 1 - 169 570 205 6 1537
5区 95 713 69 - - 127 396 132 7 1539
6区 138 1760 59 8 - 149 694 142 6 2956
7区 88 937 55 7 - 88 411 27 5 1618
8区 110 2017 35 17 2 79 333 26 13 2632
9区 55 372 17 3 - 33 194 26 8 708
10区 30 1120 26 17 - 13 62 10 12 1290
11区 104 1361 50 1 - 104 248 64 11 1943
12区 26 426 5 - - 32 87 11 2 589
13区 38 253 7 4 - 99 34 19 7 461
14区 42 504 8 1 2 46 202 15 2 822
15区 68 653 16 20 - 81 186 64 7 1095
16区 49 122 16 - - 113 199 31 3 533
17区 36 677 10 6 - 23 81 18 - 851
18区 35 53 - 4 - 53 66 20 5 236
計 1296 12581 570 96 5 1549 5053 1126 105 22381




                                                 




付表 2「ウラジオストク市域での 1920年 6月の臨時人民会議選挙の結果」644 

















№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7
1区 62 493 13 2 37 582 0 1622
2区 21 153 5 0 12 228 0 700
3区 54 539 13 2 37 482 1 1759
4区 74 428 15 2 46 521 0 1506
5区 71 713 26 2 37 394 0 1841
6区 64 1760 17 2 53 599 1 3124
7区 17 937 10 3 19 318 198 2591
8区 61 2017 5 5 17 237 1 3552
9区 30 372 13 0 8 181 0 1090
10区 6 1120 4 1 7 25 0 1995
11区 48 1361 6 0 10 313 0 2647
12区 172 426 9 15 14 59 0 1322
13区 15 253 1 0 3 40 0 374
14区 17 504 4 3 47 155 1 1183
15区 28 653 15 1 14 166 0 1594
16区 19 122 2 3 8 313 0 651
17区 20 677 3 1 18 105 0 132




                                                 





















№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7
1区 98 111 579 73 119 191 12 1183
2区 153 253 636 59 225 330 37 1693
3区 130 107 614 98 99 247 13 1308
4区 227 614 783 87 263 484 29 2487
5区 166 783 543 86 216 329 30 2153
6区 92 543 214 36 281 384 36 1586
7区 89 214 237 59 224 553 75 1451
8区 97 237 511 207 240 1675 169 3136
9区 15 511 42 8 8 142 12 738
計 1061 1975 4159 713 1675 4335 413 14337




















№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7
1108 2166 4316 866 1845 4850 750 15901
（出典：Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 14, № 8 (196), С. 2. 「チタ市での憲法制定会議選挙の結果」。）
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トロイツコサフスク（Троицкосавски）区 417 1873 2290
ウスチ・キャフタ（Усть-Кяхта）区 49 277 326
ヴァエンダーエフ（Ваендаев）区 163 2 165
マロチ（Морочи）区 5 82 87
チコイスク（Чикойск）区 133 37 170
カミナ（Камина）区 8 140 148
ナウシュキ（Наушки）区 33 143 176
サザガン（Сазагаи）区 298 44 342
ケラン（Керан）区 17 227 244
セメノ・ソコビンスク（Семеново-Соковинск）区 10 20 30
ウルグン（Ургунку）区 111 167 278
ポルカノア（Полканоа）区 96 167 263
キレト（Кирето）区 282 157 439
ウレナ（Урена）村 3 94 97
タミロ（Тамиро）区 323 229 552
マナコノヴァ（Моноконова）区 31 139 170
スタル・セレンガ（Стар Селенгинск）区 1 15 16
ストレルカ（Стрелка）区 3 73 76
パボロツン（Поворотн）区 36 108 144
計 2019 3994 6013
出典：Дальне-Восточная Республика, 1921. январь. 19, № 12 (200), С. 4. 「選挙の結果」。  
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648 マーチン・ギルバート著『ロシア歴史地図』1997年 5月、p137。 
